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相
良
村
の
夏
は
、
サ
ガ
ラ
ッ
パ

祭
を
は
じ
め
、
保
育
園
や
社
会
福

祉
施
設
、
地
区
の
夏
祭
り
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。
特
に
地
区
の
祭
り
は

長
い
間
続
け
て
い
る
地
区
も
あ
れ

ば
、
近
年
、
取
り
組
み
始
め
た
地

区
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
、
地
域
に
元
気
を
も
た
ら
す

夏
祭
り
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

夏
祭
り
が
つ
な
ぐ

地
域
の
絆

　

近
年
、夏
祭
り
を
新
た
に
始
め
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
松
葉
区
夏
祭
り

事
務
局
の
白
石
哲
夫
さ
ん
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
に
初
め
て
松
葉
区

の
夏
祭
り
を
開
催
し
て
、
今
年
で

３
回
目
に
な
り
ま
す
。
私
が
区
長

と
し
て
松
葉
区
地
域
づ
く
り
委
員

会
「
松
葉
も
や
い
組
」
の
委
員
長

を
務
め
て
い
た
と
き
に
、
地
域
づ

く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
始
め
ま

し
た
。
地
域
づ
く
り
と
し
て
何
を

や
る
か
考
え
た
と
き
に
、
神
社
の

危
険
箇
所
の
改
善
な
ど
も
計
画
し

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド

面
だ
け
で
は
行
き
づ
ま
っ
て
し
ま

う
の
で
、
継
続
的
な
イ
ベ
ン
ト
を

や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

夏
祭
り
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
会

場
設
営
は
、
す
べ
て
住
民
の
手
作

り
で
す
。
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
出
演

も
住
民
を
中
心
に
、
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
や
青
年
団
、
知
り
合
い
に

声
を
か
け
て
協
力
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

夏
祭
り
に
は
、
住
民
の
人
た
ち

や
ほ
か
の
地
区
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
な
ど
お
客
さ
ん
が
遊
び
に
来
て

く
れ
ま
す
。
夏
祭
り
の
最
大
の
目

的
は
、
住
民
親
睦
を
深
め
る
こ
と

で
す
。
松
葉
区
は
、
人
口
が
増
え

て
い
る
地
区
な
の
で
、
地
元
の
人

と
新
し
く
入
っ
て
き
た
人
が
一
緒

に
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
、
顔

見
知
り
に
な
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
夏
祭
り
は
「
地
域
づ
く
り
の

入
り
口
」。
み
ん
な
に
気
軽
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
顔
見
知
り
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
で
３
回
目
に
な
り
ま
す

が
、
住
民
の
人
た
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
、
毎
年
、
変
化

を
つ
け
て
い
き
た
い
と
試
行
錯
誤

中
で
す
。
自
分
も
み
ん
な
も
楽
し

め
る
お
も
し
ろ
い
地
域
づ
く
り
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。旗あげゲームの掛け声をかける白石さん

白あげて
!

夏
祭
り
が

住
民
交
流
の
場
に
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　相良村の夏の一大
イベント第２５回「サ
ガラッパ祭」が、８
月２日（土）に開催さ
れます。
　そこで、「イカダ下
り大会」の出場チー
ムを募集します。出
場チームには金一封
を差し上げます。
　役場産業振興課内相良村観光協会事務局に用意して
いる申込用紙でお申込みください。
　みなさんのご参加をお待ちしています！

○競技時間　１３時３０分～１６時３０分
○競技区間　夫婦橋下流（大曲）～サガラッパ祭会場
○参加人員　１チームにつき３～１０人
○参加資格　小学５年生以上

※中高生は保護者の承諾書、小学生は　
承諾書と保護者の同乗が必要

○申込締切　７月１４日（月）
○申込・問合せ先　産業振興課（相良村観光協会事務局）
　　　　　　　　　☎３５−１０３４

　

相
良
村
青
年
団
は
、
保
育
園
や

社
会
福
祉
施
設
、
地
区
の
夏
祭
り

な
ど
で
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。
特
に
、
保
育
園
で

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
を
し
て
子
ど
も

た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
に
、
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
地
区
の
夏
祭
り
は
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
青
年
団

を
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の

で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

お
客
さ
ん
の
声
に
応
え
て
、
毎

年
、
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
を
工
夫
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
子
ど
も
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
や
り
た

い
と
、
お
菓
子
の
つ
か
み
取
り
を

初
め
て
取
り
入
れ
ま
し
た
。
何
度

も
来
て
く
れ
る
子
ど
も
も
い
て
好

評
で
し
た
。

　

夏
祭
り
は
、
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
た
く
さ
ん
の
地
域
の
人

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

場
で
す
。
青
年
団
の
活
動
は
、
あ

ま
り
村
民
の
人
た
ち
に
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
夏
祭
り
は
青
年
団

を
知
っ
て
も
ら
え
る
良
い
機
会
だ

と
思
い
ま
す
。
青
年
団
の
文
化
祭

で
発
表
し
た
ダ
ン
ス
を
サ
ガ
ラ
ッ

パ
祭
や
地
区
の
夏
祭
り
で
村
民
の

皆
さ
ん
に
披
露
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
村
内
の
夏
祭
り
に
参
加

し
て
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
地
域

に
貢
献
し
た
い
で
す
。

　今年も相良村では、たくさんの夏祭りが開かれる予定です。
夏の思い出づくりに参加してみませんか？　村内の夏祭りを
紹介しますので、一度足を運んでみてはいかがでしょうか？

若
い
チ
カ
ラ
で

祭
り
を
盛
り
上
げ
た
い

夏祭りに参加してみませんか？

相
良
村
青
年
団
団
長

伊
東 
滉
平
（
中
央
）

イカダ下り参加者大募集 !!

７月

１９日（土）あざみ園夕涼み会

２６日（土）なつめ保育園夕涼み会

２７日（日）ペートル会夏祭り

８月

　２日（土）サガラッパ祭

１２日（火）三石夏祭り

１３日（水）井沢区夏祭り

２３日（土）新村夏祭り

中旬予定　　松葉区夏祭り

相良村

夏祭り
カレンダー
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息の合った華麗な舞で観客を魅了ウォーキングで健康づくり

　相良村社会福祉協議会及び老人クラブ連合会の
共催で「ふれあいウォーキング」が開かれ、お年
寄りから子どもまで４２人が参加しました。
　棚葉瀬公民館をスタート・ゴールとする約５km
のコースで、青々とした茶畑を眺めながらウォー
キングを楽しみました。
　ウォーキングポールと呼ばれる杖が貸し出さ
れ、「足腰への負担が少なく、楽に長い距離を歩け
る」と高齢の参加者も元気にウォーキングしてい
ました。

　茶湯里と茶湯里生産者連絡協議会の共催で
「さがら新茶まつり＆牛深海鮮まつり」が開かれま
した。
　会場には、相良村の新茶や農産物、牛深で獲れ
た新鮮な海産物をはじめとするさまざまな出店が
立ち並びました。お茶の釜煎りとお茶もみの体験
もでき、お茶の香ばしい香りに包まれました。
　鮮やかな着物で舞う牛深ハイヤ踊りとおもしろ
い表情のひょっとこ踊りが会場を沸かせ、見物客
も一緒になって踊り、大いに盛り上がりました。

表面をならすのがポイント

　相良南小学校の５年生３６人が、ＪＡくま青壮
年部相良支部の協力の下、もみまきを行いました。
　苗箱に土を敷きつめてならし、その上に重なら
ないようもみをまんべんなくまき、最後に土をか
けていきました。
　吉田正博支部長（松馬場）は、「水かけをきちんと
して、いい苗を育ててください」と子どもたちに
呼びかけました。
　この日まいたもみは、１か月ほどで苗に成長し、
６月に田植えを行う予定です。

　相良村遺族会が主催する戦没者慰霊祭が相良村
ふれあいセンターで開かれ、戦没者の遺族５７人
が参列し、太平洋戦争など明治から昭和にかけて
の戦争で亡くなった２８２人に祈りを捧げました。
　参列者は、読経のなか祭壇に向かって焼香し、
静かに手を合わせて平和への誓いを新たにしま
した。
　松永重宣会長（十島）は、「戦後７０年たって、遺
族が年をとり、次の世代へ引き継ぐことが難しく
なっている」と話しました。

祭文を読み上げる松永会長

多くの客でにぎわう
さがら新茶＆牛深海鮮まつり25

5茶畑の中をウォーキング
ふれあいウォーキング

5
31

5
23

お米づくりスタート
南小5年生がもみまき

戦没者へ祈りを捧げる
戦没者慰霊祭10

5
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父の日には牛

ち ち

乳を！
牛乳を寄贈

命を守る仕事を肌で体感
相良中1年生消防体験

相良中出身の先輩消防士が後輩を支える

　相良中学校の１年生が人吉下球磨消防本部中央
消防署で消防体験を行い、心肺蘇生などの人命救
助法や消火器の使用法の講習、放水体験やはしご
車の試乗を行いました。
　はしご車は建物の１０階に相当する３０ｍまで
伸び、生徒はおそるおそる下を眺めていました。
　放水体験をした山内凪紗さん（下四浦）は「ホー
スが重くて大変だった。消防士の人は一人ででき
るよう訓練されている」と消防士の仕事の大変さ
を実感したようでした。

　球磨酪農農業協同組合女性部の皆さんが、「父の
日に牛乳を贈ろう！」キャンペーンの一環で、相
良村に牛乳を寄贈しました。これは、「父の日」に
合わせて牛乳の消費拡大を図るために、毎年行わ
れているものです。
　「健康のために、お父さんたちにアルコールを少
し控えて、その分牛乳を飲んでもらいたい」と語
り、「これから暑くなる季節に向けての熱中症対策
にも、子どもの成長にも牛乳は最適」と牛乳の良
さをアピールしました。

德田村長に牛乳を手渡した

　相良南小学校の２年生が生活科の授業で「深水
探検」を行い、役場にも６人の児童が訪れ、役場
内を探検しました。
　児童たちは、各課を見てまわり、会計室の大き
な金庫を紹介されると驚きの声を上げていました。
　代表で永田詩音くん（永江）が質問をし、「役場で
はどんなお仕事をされていますか」との質問に「相
良村に住んでいる人たちが暮らしやすいようにお
手伝いしています」と職員が答えると、熱心にメ
モを取っていました。

真剣な表情でメモを取る児童たち

　山下勝義さん（上川下）が「役場に飾って、皆さ
んに見てもらってください」と５鉢の菖蒲を役場
に届けてくださいました。役場入口から１階ロ
ビーを、紫や白の色とりどりの菖蒲が彩り、役場
に来る人たちの目を和ませました。
　山下さんは趣味で鉢植えをされ、毎年、この時
期になると菖蒲の花を役場に届けてくださいま
す。「今年の菖蒲は、よく伸び、背が高くなりまし
た」と語られ、今年の菖蒲の出来も上々だという
ことです。

ひ孫の太聖くんと届けてくださいました

6
9

今年も菖蒲のお届け
鮮やかな菖蒲が役場を彩る 3

6 役場ってどんなところ？
南小２年生役場探検
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■日時／７月１6日（水）　９：３0より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１１日（金）までお知らせください。
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の保健福
祉

ひろば

7月の小児科在宅当番医

６日㈰	 公立多良木病院小児科
13日㈰	人吉医療センター	小児科
20日㈰	堤病院付属九日町診療所	小児科
21日㈷	たかはし小児科内科医院
27日㈰	やまむら医院

４２－２５６０
２２－２１９１
２２－２２５１
２４－２２２２
４５－０００５

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

　

こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
着
替
え
等
の

暑
さ
対
策
を
し
て
、
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

　
５
月
の
活
動
で
は
、
栄
養
士
に
よ
る
料

理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
の
活
動
は
、
う
ち
わ
作
り
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
友
達
を
誘
っ
て
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
♪

【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係　

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
３
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
市
役
所

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
７
日
・
14
日
・
28
日

　
〈
金
曜
日
〉

　
　
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日	

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
９
日
・
23
日

○
錦
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
２
日
・
16
日
・
30
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
７
月
分
〉

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

　
第
１
被
保
険
者
で
所
得
が
少
な
い
、
失

業
し
た
等
の
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
保
険
料
の

免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４

月
か
ら
は
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
ヵ
月
前

ま
で
の
期
間
に
遡
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
学
生
納
付

特
例
も
同
様
）。

◆
ご
注
意

・
免
除
等
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
障

害
を
負
っ
た
り
死
亡
し
た
際
に
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
申
請
期
間
に
応
じ
た
前
年
所
得
を
基
に

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
免
除
等
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
八
代
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
５

－

　
　
　
　
　
３
５

－

６
１
４
３

平
成
26
年
４
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

等
申
請
期
間
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
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●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

保健福祉のひろば

国民健康保険加入者のみなさんへ

「重度心身障害者医療受給証」継続認定及び新規申請の受付のお知らせ

◆保険証の更新のお知らせ
　現在お持ちの保険証の有効期限は７月31日です。下記
のとおり更新しますので、手続きをお願いします。
【手続きの方法】
　■必要なもの　現在お持ちの保険証と印かん
　■日時と場所　下記「保険証交付日程表」のとおり
【その他、下記に該当する方の必要なもの】
　■学生で相良村に住所がない人は在学証明書または
　　学生証の写し
　■相良村以外の施設に入所されている人は在所証明書

◆限度額適用・標準負担額減額認定証の更新のお知らせ
　限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの人は、
有効期限が７月 31 日までですので、更新の手続きが
必要です。
【手続きの方法】
　■必要なもの　現在お持ちの認定証と印かん
　■場所　役場国保係の窓口
　■申請受付期限　８月末日まで（更新の場合）

【問合せ先】国保係

　現在お持ちの受給資格者証は、７月３１日までの有効期限です。
　下記の日程・会場にて受付しますので、手続きをお願いいたします。また、当日新規申請の受付もします。
■該当者　「身体障害者手帳１・２級」または、「療育手帳 A１・A２」もしくは、
　　　　　「精神障害者保健福祉手帳１級」をお持ちの方
■必要なもの　各手帳・医療受給資格者証（みどり色）・保険証・印かん

【問合せ先】福祉係

期　　日 時　　　　間 会　　　　　場

７月
28日 月 午前 ９時〜11時30分 柳瀬構造改善センター

午後 １時30分〜４時30分 ふれあいセンター（旧畜産研修センター）

29日 火 午前 ９時〜11時30分 林業総合センター
午後 １時30分〜４時30分 川辺構造改善センター

国民健康保険証及び
重度心身障害者
医療受給者証
交付日程

　
児
童
虐
待
や
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ

り
、
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て
育
て

る
人
を
「
里
親
」
と
い
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
新
た
に
里
親
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

「
里
親
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、『
里
親
制
度
説
明
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

里
親
に
興
味
の
あ
る
人
、
里
親
を
希
望
さ

れ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
８
月
７
日（
木
）　
午
後
１
時
30
分
～

■
場
所

　
熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局　
大
会
議
室

■
内
容

　
制
度
説
明
、
個
別
相
談

【
問
合
せ
先
】

　
熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

　
☎
０
９
６

－

３
３
３

－

２
２
２
８

里
親
制
度
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

◆
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険

証
）の
更
新
の
お
知
ら
せ

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
オ
レ
ン
ジ
色
）

の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証（
水
色
）は
７
月
中
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は

新
し
い
保
険
証（
水
色
）を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
の
更
新
及
び
新
規

申
請
の
お
知
ら
せ

■
更
新
に
つ
い
て

　
現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」（
オ
レ
ン
ジ
色
）の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
所

得
区
分
に
変
更
が
な
い
方
は
、新
し
い「
限

度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

（
水
色
）を
保
険
証
と
共
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
新
規
の
申
請
に
つ
い
て

　
低
所
得
者
の
人
で
、
一
つ
の
医
療
機

関
の
窓
口
負
担
が
高
額
に
な
る
場
合
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
国

保
係
の
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
役
並
み
所
得
者
、
一
般
所

得
者
の
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】
国
保
係

後
期
高
齢
者
医
療
保
険　

被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
へ
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健康づくりを
お手伝いします

管  理  栄  養  士  が
保  健  師  と●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

【シリーズNo.2】

血圧って何？ 血圧とは心臓のポン
プ作用によって全身
の血管壁に与える
圧力のこと。最高血圧、最低血圧の意味

学校保健委員会だより

　特別支援教育が推進され、社会の理解も進みその対
象となる児童生徒数が１０年で３倍、その中で特に自
閉症・情緒障害は６倍に急増しました。子どもの心に
何か変化が起こっているのでないか。子どもが安心し
てくつろぎ、すくすくと成長していないのではないか
と心配である。『子は親の鏡』それは、皇太子殿下が愛
子さまご誕生の時に朗読して話題になった子育てに関
する詩（ドロシー・ロー・ノルト作）

「けなされて育つと、子どもは、人をけなすようになる」
叱る前に言葉を選ぶこと。子どもの心を傷つけるよう
なことを言わないこと。

「とげとげした家庭で育つと、子どもは、乱暴になる」
敵意や憎しみのなかで育つと、精神が不安定になりま
す。乱暴になる子もいます。

「不安な気持ちで育てると、子どもも不安になる」安心
できる環境が整っていなければ、子どもの健全な成長
は望めません。

「“かわいそうな子だ”と言って育てると、子どもは、
みじめな気持ちになる」励ますことは、子どもに同情
することよりも、ずっと大切なことなのです。 

「子どもを馬鹿にすると、引っ込みじあんな子になる」
幼い子どもは、馬鹿にされると、どうしていいかわか
らなくなってしまいます。 

「親が他人を羨んでばかりいると、子どもも人を羨むよ
うになる」欠点も長所も素直に受け入れている親の姿
から様々なことを学ぶことができます。

「叱りつけてばかりいると、子どもは“自分は悪い子な
んだ”と思ってしまう」自分を責めたり、失敗を恐れ
て引っ込み思案になったりしないように、親は気をつ
けたいものです。 

「励ましてあげれば、子どもは、自信を持つようになる」
子どもの長所を見つけ出し、伸ばすことができれば、
子どもは、最良の自己像を持つことができるでしょう。

「広い心で接すれば、キレる子にはならない」我慢強い
とは、現実を受け入れ、現実を認めることです。ベス
トを尽くせば、それだけで気持ちが明るくなります。

「誉めてあげれば、子どもは、明るい子に育つ」親のこ
とばに励まされて、自分は認められ愛されているのだ

と感じるのです。
「愛してあげれば、子どもは、自分が好きになる」愛さ
れている子どもは、頑張り屋で親切です。自分を肯定
し、愛することのできる人間に成長してゆくでしょう。

「認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる」よい
ところを認めて誉められるほど、よい子になろうと頑
張るようになるものです。のびのびと育ち、健全な自
尊心を形成することができるのです。

「見つめてあげれば、子どもは、頑張り屋になる」見つ
め、話に耳を傾ければ、子どもは、夢に向って頑張る
子に成長できるのです。

「分かち合うことを教えれば、子どもは、思いやりを
学ぶ」家族は分かち合うことによって成り立っている、
分かち合う喜びを知る人生を送るのです。

「親が正直であれば、子どもは、正直であることの大切
さを知る」悪いことをしても、正直にそれを伝えたの
なら、その正直さを誉めてあげなくてはなりません。 

「子どもに公平であれば、子どもは、正義感のある子に
育つ」親が自分のために時間を作ってくれている、見
てくれていると感じることです。 

「やさしく、思いやりをもって育てれば、子どもは、や
さしい子に育つ」夫婦が互いに敬い合い、子どもにも
やさしく接していれば、子どもは自然にそれを学びま
す。人の気持ちを尊重し、自分の気持ちより優先させ
ることなのです。 

「守ってあげれば、子どもは、強い子に育つ」親子の
絆が強い信頼で結ばれていれば、子どもの心は安定し、
自信が生まれます。親は自分の味方になってくれる。
子どもは親を心から信じることができるのです。“信じ
る”とは、信念を持つということです。信念のある人
間は、自信を持って人生を歩んでゆくことができるの
です。「和気あいあいとした家庭で育てば、子どもは、
この世の中はいいところだと思えるようになる」子ど
もが初めて出会う世界は、家庭です。子どもは、家庭
生活での両親の姿をとおして、価値観や生き方を学び
ます。むしろ親が意識していない言動から、子どもは
強く影響を受けるのです。自分も頑張って生きていこ
うと思えるようになるのです。  

子は親の鏡
相良中学校長　　桑原　弘幸

血圧に作用する因子

◆日常の血圧の状況を正確に知ることが、心臓や脳血管の病気の発症を防ぐことになりますので、次回は「家庭での正しい血圧測定」
について掲載予定です。

①寒冷時に血圧が上がり、温暖時に血圧が下がります。（末梢血管の抵抗の度合い）
②高齢になるほど血圧が上がります。（血管壁の弾力性がなくなる）
③アルコールは適度であれば、血圧が下がりますが、つまみは塩分の少ないものを。
塩分過剰摂取によって喉が渇き、水分を多くとるので血圧が上がります。（全身の
血液量が増え、心拍数の増大・血管の浮腫）

④日常の食事で、揚げ物・脂肪の多い肉・果物・砂糖を多く使ったもの等を取り過
ぎると血圧が上がります。（血液の粘り度が高くなる）

⑤緊張や感情の高ぶり、ストレス等の自律神経に対する影響で血圧は変動します。
　（心臓のポンプ作用の変化や強弱）
⑥喫煙は血圧を上昇させます。（血管の収縮・心拍数を増加・血液中酸素量が低下する）

　日常のちょっとしたことが影響して血圧が上がったり・下がったりします。肥満・
運動不足・塩分の取り過ぎ・ストレス・たばこ・アルコール等により、高い血圧状
態が続くことが、生活習慣病の合併症に繋がります。ふだんの血管・血液・心臓の
健康状態を知る上でも特定健診は第1の手段です。

心臓が血液を送り出すために
収縮した時の血圧

心臓が
収縮

最高血圧
（収縮期血圧）

動脈壁が膨らむ

左心房

左心室
弁

心臓が
拡張

最低血圧
（拡張期血圧）

心臓が血液をためるために
拡張した時の血圧

元にもどる

左心房

左心室
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こ
ん
に
ち
は
、
川
邊
で
す
。
4
月
か
ら

派
遣
職
員
と
し
て
、
相
良
村
役
場
か
ら

熊
本
県
庁
に
職
場
を
移
し
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
、
こ
ち
ら
で
の
出
来
事
や
村
民
の
皆
様

に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
な
ど
、
不
定
期
で

は
あ
り
ま
す
が
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

第
1
回
目
は
、
現
在
の
職
務
内
容
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
の
は
、
市
町
村
財

政
課
財
政
班
で
す
。
課
名
の
と
お
り
市
町

村
の
財
政
部
署
の
方
と
の
繋
が
り
が
大
き

い
部
署
で
す
。
そ
の
中
で
、
主
に
起
債
事

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
道
路
な
ど
を
つ

く
る
際
、
補
助
金
や
一
般
財
源（
税
金
な

ど
）だ
け
で
は
足
ら
な
い
費
用
を
、
国
や

銀
行
等
か
ら
お
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ（
事
業
内
容

等
に
つ
い
て
市
町
村
の
方
か
ら
の
聞
き
取

り
）を
し
て
い
ま
す
。
判
断
が
難
し
い
案

件
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
話
し
合

い
、
情
報
を
共
有
し
、
統
一
し
た
見
解
で

事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
11
日
、
平
成
26
年
度
相
良

村
民
球
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
年
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
13

チ
ー
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
８
チ
ー

ム
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
20
チ
ー

ム
が
出
場
。
昨
年
か
ら
行
政
区
単

位
で
編
成
が
困
難
な
行
政
区
に
限

り
統
合
チ
ー
ム
で
の
参
加
も
可
能

と
な
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
で

は
、
上
四
浦
区
と
中
四
浦
区
の
統

合
チ
ー
ム
の
出
場
が
あ
り
ま
し

た
。
各
地
区
の
代
表
選
手
は
、
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
力
戦
奮

闘
！　

各
会
場
で
は
声
援
が
飛
び

交
い
、
優
勝
を
目
指
し
て
熱
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部（
男

子
）の
下
四
浦
チ
ー
ム
に
お
い
て

は
、
18
連
覇
と
い
う
偉
業
を
達
成

で
す
。

平成 26 年度から 2 年間
熊本県庁に派遣

川邊 俊二

ミーティングの様子

派遣

REPORT

熱
戦
繰
り
広
げ
ら
れ
る

平
成
26
年
度
　

相
良
村
民
球
技
大
会

●ソフトボールの部●ミニバレーボールの部（女子） ●バレーボールの部（男子）

優　勝：新村（4連覇）優　勝：下四浦（18連覇）優　勝：中央

準優勝：松葉B

第３位：松馬場、松葉A

準優勝：上中四浦

第３位：永江、並木野

準優勝：下四浦B

第３位：下四浦A、松葉C
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き
っ
か
け
バ
ス
47
と
は
？

　

全
国
47
都
道
府
県
か
ら
、
東
日
本
大
震

災
の
被
害
を
受
け
た
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
に

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
乗

せ
た
バ
ス
を
出
す
東
北
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

瀬音 舞さん（新村）２０歳
鹿児島大学医学部２年

profile

　

私
は
、
２
０
１
４
年
３
月
５
～
８
日
の

４
日
間
、「
き
っ
か
け
バ
ス
47
」
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
東
日
本
大
震
災
の
被

害
が
大
き
か
っ
た
東
北
3
県
に
赴
い
た
。

　

実
際
に
東
北
の
地
を
踏
み
、
五
感
で
感

じ
た
。
私
が
訪
れ
た
の
は
、
岩
手
県
陸
前

高
田
市
、
宮
城
県
南
三
陸
町
、
名
取
市
、

福
島
県
福
島
市
。
目
の
前
に
は
更
地
が
広

が
り
、
道
を
走
る
の
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や

ダ
ン
プ
カ
ー
。
街
は
生
活
感
が
な
く
、
に

ぎ
や
か
な
街
が
以
前
こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と

を
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
の
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

３
年
た
っ
た
今
で
も
、
復
興
は
終
わ
っ

て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
復
旧
が
や
っ
と
形

に
な
り
、
こ
れ
か
ら
復
興
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
中
、
現
地
で
出

会
う
人
は
皆
温
か
く
、「
遠
く
か
ら
よ
く

来
て
く
れ
た
ね
」
と
満
面
の
笑
み
で
歓
迎

し
て
く
れ
た
。
そ
の
温
か
さ
、
笑
顔
の
裏

に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
被
災
し

た
か
ら
こ
そ
私
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
は

何
だ
ろ
う
か
。
こ
の
大
震
災
か
ら
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
教
訓
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、東
北
の
た
め
に
力
に
な
り
た
い
、

学
生
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
、そ
う
思
い
東
北
に
赴
い
た
。プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
鹿
児
島
の
学
生
40
人
が
参
加
し

た
が
、
学
生
が
東
北
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
、
た
か
が
知
れ
て
い
る
。
被
災
し
た

人
々
が
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、「
二
度
と

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
私
た
ち
は
自

分
の
身
に
大
き
な
災
害
が
ふ
り
か
か
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
」
と
も
現
地
の
人
か
ら

聞
い
た
。
ハ
ッ
と
し
た
。
私
も
そ
う
だ
っ

た
。
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
と
き
、

す
ご
い
こ
と
が
起
き
た
、
そ
う
思
っ
た
だ

け
だ
っ
た
。つ
ま
り
他
人
事
だ
っ
た
の
だ
。

　

津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
の
多
く

は
津
波
が
来
る
数
分
前
に
逃
げ
始
め
た
。

ま
た
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
歩
い

て
逃
げ
て
い
た
と
語
り
部
さ
ん
に
聞
い

た
。
あ
る
避
難
所
の
中
学
校
で
は
中
央
階

段
に
人
が
ご
っ
た
返
し
、
津
波
が
押
し
寄

せ
て
き
た
際
、
二
階
以
下
に
い
た
人
が
流

さ
れ
た
そ
う
だ
。
こ
の
中
学
校
に
は
中
央

階
段
だ
け
で
は
な
く
、外
階
段
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
災
害
に
遭
い
切
羽
つ
ま
っ
て
い

る
と
、
周
り
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
が
多

い
。
避
難
所
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
か
っ

た
た
め
に
落
と
し
て
い
っ
た
命
が
あ
る
。

　

常
日
頃
か
ら
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
家
族
が
皆
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と

き
に
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
連

絡
を
取
る
の
か
、
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か
、

そ
の
避
難
所
は
安
全
な
の
か
。
津
波
に
よ

る
被
害
は
心
配
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
も

し
火
災
が
発
生
し
た
ら
、
そ
の
避
難
所
で

大
丈
夫
な
の
か
。
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
と

思
え
て
も
、
先
の
こ
と
ま
で
考
え
る
こ
と
が

大
事
な
の
だ
。
防
災
を
し
っ
か
り
考
え
る
こ

と
で
命
を
失
わ
ず
に
済
む
か
も
し
れ
な
い
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
し
か
な
い
の
だ
。

　

東
北
で
学
ん
だ
こ
と
は
〝
防
災
で
助
か

る
可
能
性
が
あ
る
”
と
い
う
こ
と
だ
。
相

良
村
の
広
報
に
載
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
、
相
良
村
は
水
害
が
多
い
と
こ
ろ
な
の

で
、
防
災
の
大
切
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
大
事
な
故
郷
で

も
し
災
害
が
起
き
て
も
、
最
小
限
の
哀
し

み
で
済
む
よ
う
に
、
私
に
で
き
る
相
良
村

へ
の
一
つ
の
貢
献
だ
と
考
え
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
少
し
で
も
、
家

庭
、
職
場
、
学
校
で
防
災
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。　

東北の地を
踏んで

瀬音 舞さんの
東北ボランティア体験記

▲遺留品捜索の様子
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１　試験職種及び採用予定人数

区　　分 職　種 採用予定数

高等学校卒業程度 一般事務 ２人程度

２　受験資格
　　１　昭和６２年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者
　　２　次の１つに該当する者は、受験できません。

ア　日本国籍を有しない者
イ　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
ウ　禁錮以上の刑に処せられ、その執行の終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
エ　相良村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
オ　日本国憲法の施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊するこ
とを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

３　受験手続
　　○受付期間　７月２８日（月）～８月１５日（金）（土、日を除く）　午前８時３０分～午後５時
　　　　　　　　※郵送の場合は、８月１５日（金）消印有効
　　　　　　　　インターネット（電子申請）による申込みは、８月１５日（金）　午後５時まで
　　○申込方法

　役場総務課にある申込書、又は村ホームページ（http://www.vill.sagara.lg.jp/）から申込書をダウンロー
ドしてお申込みください。
　郵便による申込書の請求や受験申込、インターネットによる電子申請もできますので、お問い合わせ
ください。

４　試験の概要

試験 日　　時 試験会場 試験内容 合格発表

１次
９月２１日（日）

午前８時３０分

県立球磨商業

高等学校

（錦町西192番地）

①教養試験

②適正試験

※択一式による筆記試験

③作文試験

１０月中旬、受験者

に通知するほか役場

に掲示

２次 １０月下旬 相良村役場

人物試験

人柄などについての個別

面接による試験

１１月上旬、受験者

に通知するほか役場

に掲示

５　申込み・問合せ先　
　　〒８６８−８５０１　熊本県球磨郡相良村大字深水２５００番地１
　　相良村役場総務課　☎３５−０２１１

相良村職員採用試験のお知らせ
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等
が
参
加
す
る「
行
政
連
絡
会
議
」

（
以
下
、「
連
絡
会
議
」
と
い
う
。）で

検
討
を
重
ね
、
平
成
25
年
８
月
の

連
絡
会
議
で
、
川
辺
川
を
水
源
と

す
る
国
営
で
の
一
体
的
な
利
水
計

画
に
伴
う
施
設
整
備
は
断
念
し
、

①
造
成（
面
工
事
）を
終
え
て
い
る

国
営
造
成
農
地
へ
の
水
手
当
は

受
益
農
家
の
要
望
等
を
聞
き
な

が
ら
国
営
事
業
で
対
応
し
、

②
国
営
造
成
農
地
以
外
の
受
益
地

へ
の
水
手
当
は
、
受
益
農
家
の

要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
、
確
保

で
き
る
水
量
な
ど
の
現
地
状
況

に
応
じ
て
補
助
事
業
で
対
応
す

る
こ
と

を
基
本
と
し
、
国
営
事
業
の
収
束

に
向
け
て
取
組
み
を
進
め
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

２　

関
係
６
市
町
村
長
か
ら
国
に

対
し
て
、
収
束
に
向
け
て
必
要
な

予
算
を
確
保
す
る
よ
う
要
請
し
、

国
は
、
平
成
26
年
度
の
予
算
を
確

保
し
、

①
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
、
廃
止

②
農
地
造
成
事
業
は
、
計
画
変
更

（
造
成
済
農
地
１
９
０
ha
は
、

井
戸
等
で
の
水
手
当
追
加
な
ど

の
対
応
）

③
区
画
整
理
事
業
は
、
計
画
変
更

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】

１　

国
営
川
辺
川
総
合
土
地
改
良

事
業
は
、
球
磨
川
北
部（
人
吉
市
、

錦
町
、
あ
さ
ぎ
り
町
、
多
良
木

町
、
相
良
村
、
山
江
村
）の
農
地

等
を
対
象
に
、
農
地
造
成
と
区
画

整
理
を
行
い
、
川
辺
川
を
水
源
と

し
た
農
業
水
利
施
設
を
整
備
す
る

た
め
、
昭
和
58
年
度
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

　

国
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係

者
間
の
様
々
な
調
整
の
結
果
、
平

成
24
年
１
月
、
関
係
６
市
町
村
長

が
川
辺
川
か
ら
の
利
水
を
断
念
し

て
以
降
、
国
、
県
、
関
係
市
町
村

（
当
初
計
画
５
６
０
ha
か
ら
50
　

ha（
造
成
済
実
績
）へ
の
面
積
の

減
）

を
行
う
た
め
に
必
要
な
調
査
等
の

作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

３  

残
念
な
が
ら
、
国
営
事
業
と

し
て
川
辺
川
か
ら
の
安
定
し
た
安

価
な
水
は
お
届
け
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
連
絡
会

議
で
の
結
論
に
つ
い
て
、
受
益
農

家
の
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
要
望
提
出
の
お
願
い
】

１　

今
後
、
国
は
、
必
要
な
調
査
、

検
討
作
業
等
を
進
め
な
が
ら
、
国

営
川
辺
川
総
合
土
地
改
良
事
業
の

見
直
し
内
容
を
関
係
農
家
の
皆
様

に
説
明
し
、
事
業
廃
止
と
計
画
変

更
の
土
地
改
良
法
の
手
続
き（
受

益
農
家
の
皆
様
の
同
意
取
得
等
）

を
行
い
ま
す
。

２　

川
辺
川
か
ら
水
田
・
畑
に
用

水
補
給
を
行
う
国
営
の
か
ん
が
い

排
水
事
業
は
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
、
受
益
農
家
の
皆
様
の
ご
要

望
等
を
踏
ま
え
、現
地
状
況
等（
確

保
で
き
る
水
量
等
）に
応
じ
て
補

助
事
業
等
を
検
討
し
、
最
終
的
に

は
連
絡
会
議
に
お
い
て
合
意
形
成

を
図
り
ま
す
の
で
、
関
係
農
家
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
願
い
し
ま
す
。

３ 

な
お
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
、

ご
意
見
、
ご
要
望
は
７
月
７
日

（
月
）ま
で
に
、
産
業
振
興
課
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

産
業
振
興
課

　

☎
３
５

−

１
０
３
４（
直
通
）

　


３
５

−

０
０
１
１

■
販
売
期
間

　

７
月
１
日（
火
）～
９
月
30
日（
火
）

■
販
売
額　

1
セ
ッ
ト
＝
1
万
円

　
（
千
円
券
の
12
枚
つ
づ
り
）

※
購
入
は
１
人
に
つ
き
５
セ
ッ

ト
ま
で
。
一
回
の
使
用
は
３

セ
ッ
ト
ま
で

■
販
売
先

　

相
良
村
商
工
会
、
茶
湯
里

■
使
用
期
間

　

７
月
１
日（
火
）～
10
月
31
日（
金
）

※
登
録
取
扱
店
で
使
用
可
能
。

取
扱
店
に
つ
い
て
は
回
覧
で

周
知
予
定
。

■
利
用
品
目
及
び
サ
ー
ビ
ス

食
料
品
、
食
事
、
ガ
ソ
リ
ン
、

ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
代
、
車
修
理
、

車
検
、
入
浴
料
、
美
容
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

■
問
合
せ

　

相
良
村
商
工
会
事
務
局

　

☎
３
５

−

０
５
０
４

　

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農
業

経
営
を
縮
小
さ
れ
る
方
な
ど
か
ら

農
地
を
借
り
受
け
、
担
い
手
農
家

な
ど
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
内
容
や
応
募
方
法
に
つ
い

て
は
、
県
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
、
役
場
産
業
振
興
課
、

農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
の
窓
口
に
備

え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

９
月
１
日（
月
）～
９
月
30
日（
火
）

■
問
合
せ

　

熊
本
県
農
業
公
社

　

☎
０
９
６

−

２
１
３

−

１
２
３
４

差さ

額が

楽ら

商
品
券

販
売
が
ス
タ
ー
ト

農
地
の
借
り
受
け

希
望
者
募
集

おしらせ

募
　集

国
営
川
辺
川
総
合
土
地
改
良

事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
・
お
願
い
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■
試
験
種
類

　

甲
種
全
類
、
乙
種
全
類

■
試
験
日

　

第
１
回　

９
月
７
日（
日
）

　

第
２
回　

９
月
14
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
　

７
月
22
日（
火
）～
31
日（
木
）

　

電
子
申
請

　
　

７
月
19
日（
土
）～
28
日（
月
）

■
試
験
地

　

熊
本
市

　

受
験
願
書
等
は
、
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、

熊
本
市
消
防
局
、
県
下
消
防
本

部
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目

11
−

４

熊
本
県
教
育
会
館
4
階

　

☎
０
９
６

−

３
６
４

−

５
０
０
５

試
　験

平
成
26
年
度

第
１
回
・
第
２
回

　
　

消
防
設
備
士
試
験

税務課からのお知らせ

　みなさんの国民健康保険税は、保険に加入しているみんながお金（保険税）を出し合い、万一の病気やけが
のときの医療費にあてられています。私たちの健康を守るため、また、国保の健全な運営のために、保険税
の１００％期間内納付をお願いします。

　　★国民健康保険税は、表の税率をもとに計算し一世帯の金額が決められます。

平成２６年度国保税率表
医療分

（すべての加入者）
高齢者支援分

（すべての加入者）
介護分

（４０〜６４歳）

所得割（％）
（加入者の所得に対して） 9.30 2.50 2.30

均等割（円）
（加入者１人あたり） 25,000 7,000 9,000

平等割（円）
（１世帯あたり） 24,000 5,300 5,500

※ 世帯の所得に応じて、均等割と平等割が軽減される場合があります。

【国民健康保険税の納付方法】

　納付方法には、普通徴収と特別徴収の 2 種類があり、それぞれ納付方法が異なります。
　・普通徴収・・・送付される納付書にて直接納付する方法（口座振替も可能です）
　・特別徴収・・・年金から天引きされる方法

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

普徴 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10 期

特徴 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

【課税限度額】

　平成２６年度から、地方税法施行令の改正により課税限度額が引き上げとなっています。上記の国保税
率表により算出した額が課税限度額を超えた場合、この課税限度額が世帯の国保税額となります。

医　療　分 高齢者支援分 介　護　分

課税限度額（円）
平成２５年度 510,000 140,000 120,000

平成２６年度 510,000 160,000 140,000

　　★非自発的失業者の方は、軽減制度がございますので、下記までお問い合わせください。

■問合せ　税務課課税係　☎３５－１０３１
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村長エッセー 「 村長サミット in 相良村 」

　
「
目
に
は
青
葉
　
山
ほ
と
と
ぎ
す
　

初
が
つ
お
」　

こ
の
俳
句
は
今
か
ら

３
０
０
年
ほ
ど
前
、
江
戸
時
代
中
期
の

俳
人
・
山
口
素
堂（
や
ま
ぐ
ち
そ
ど
う
）

が
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
目
に
は
青
葉
を

見
て
、
耳
に
は
山
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き

声
を
聞
き
、
口
で
は
初
が
つ
お
を
食
べ

る
、
あ
あ
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と

か･･･

と
解
説
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
俳
句
、
息
子
・
娘
が
幼
稚
園
の

頃
、
英
才
教
育（
？
）の
つ
も
り
で
カ
ツ

オ
を
晩
飯
で
食
べ
な
が
ら
教
え
た
も
の

で
す
。
気
忙
し
い
世
の
中
に
生
き
る
私

た
ち
で
す
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
の
小

さ
な
幸
福
感
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

人
間
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

☆

　
今
年
度
に
入
っ
て
、
こ
の
人
吉
球
磨

か
ら
全
国
ニ
ュ
ー
ス
が
二
つ
あ
り
ま
し

た
。
両
方
と
も
起
き
て
ほ
し
く
な
か
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
一
つ
は
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
村
民
の
皆
様
に
は

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
防
疫

活
動
に
お
い
て
は
ご
理
解
ご
協
力
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
し
、

職
員
の
地
域
を
守
る
献
身
的
な
防
疫
活

動
に
感
激
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
お
か
げ

で
封
じ
込
め
に
成
功
し
安
堵
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
女
子
高
生
殺
人
事
件
で

す
。
一
般
的
な
感
覚
と
し
て
、
殺
人
件

数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
際
は
確
実
に
減
少
し
て
ま

す
。
戦
後
で
は
、
ピ
ー
ク
が
１
９
５
５

年
の
２
１
１
９
人
、
２
０
０
０
年
に
は

７
６
８
人
、
２
０
１
２
年
は
３
８
３
人

で
す
。
増
え
て
い
る
と
の
感
覚
は
、
事

件
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
り
し
っ
か
り

と
報
道
さ
れ
る
か
ら
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
昔
は
親
族
や
面
識
あ
る
人
間
関
係

で
起
き
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
今
は
目
に
は
見
え
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
の

が
特
徴
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
功
罪
を
含
め
た
防
犯

教
育
の
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。

☆

　
こ
の
秋
、
10
月
の
25
日（
土
）～
26
日

（
日
）に
か
け
て
相
良
村
で
は
「
全
国
村

長
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
村
民

の
元
気
と
相
性
の
良
く
な
る
村
と
し
て

の
相
良
村
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
で

す
。「
村
か
が
や
か
ず
し
て
国
か
が
や

か
ず
！
」
で
す
。
国
が
良
く
な
れ
ば

そ
の
う
ち
地
方
が
良
く
な
る
よ
の
発
想

で
は
い
つ
に
な
っ
て
も
地
方
は
よ
く
な

り
ま
せ
ん
。
人
材
も
食
料
も
空
気
も
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
人
間
が
生
き
る
た
め
必

要
な
も
の
を
供
給
し
て
い
る
地
方
＝
村

が
先
に
良
く
な
る
べ
き
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
村
長
や
地
域

づ
く
り
関
係
者
、
学
者
等
が
集
い
研
修

を
行
い
ま
す
。
基
調
講
演
は
人
吉
球
磨

出
身
で
ご
活
躍
の
俳
優
・
中
原
丈
雄
さ

ん
が
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
村
民
の
皆

様
も
お
気
軽
に
参
加
で
き
る
も
の
で

す
。
今
度
は
相
良
村
か
ら
村
の
素
晴
ら

し
さ
を
全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
発
信
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！☆

　
植
え
た
早
苗
も
成
長
し
遠
く
か
ら
見

る
と
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
夏
、
災
害
も
な
く
豊
か
な
実
り

と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
＊
殺
人
件

数
＝
他
殺
に
よ
る
死
者
数
は
人
口
動
態

統
計
か
ら
。（
原
稿
6
月
13
日
）

相良村長

德 田  正 臣
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

●相良村農業委員
会委員選挙告示

●郡民体育祭
　軟式野球
　ソフトボール

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

6 7 8 9 10 11 12
●家庭の日
●郡民体育祭
　卓球　テニス
　バドミントン　
　バレーボール　
　軟式野球
　ソフトボール
　剣道　銃剣道
　ボウリング
●相良村農業委員会

委員選挙投開票

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00 ～

　9:20 ふれあい
センター）

◆６か月児育児学
級

　（H25.11月生）
　（山江村会場）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆こころの健康
　相談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

13 14 15 16 17 18 19
●郡民体育祭
　水泳
　バスケットボール
　空手道

◆ちゃちゃクラブ ◆３～４か月児
　健診（H26.3.6
　～ 4.5生）
　（相良村会場）
●村内小中学校　

終業式

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

20 21 22 23 24 25 26
●海の日 ◆母子健康手帳

　交付・両親学級
　（受付9:00 ～
　9:20 ふれあい

センター）

◆すこやか育児
　相談
●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆発達相談１才半
児健診

　（H24.10月～
　12月生）

◆乳幼児発達相談
◆こころの健康
　相談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

27 28 29 30 31
●郡民体育祭
　陸上競技

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

★保育料は毎月納期限内に納
めましょう！保育料の納期
は毎月25日です。（25日
が土・日・祝祭日の場合は、
翌日になります。）

★７月は国民健康保険税第
３期、固定資産税第２期
の納付月です。納め忘れ
のないよう便利な口座振
替のご利用を！

7月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

●両調査の結果は、社会経済の発展を支える基礎資料として広く利
用されます。

●調査票は平成２６年６月末日までにお届けします。
　７月１日以降に提出をお願いします。
◆調査の意義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願い

いたします。

平成26年 経済センサス-基礎調査
平成26年 商業統計調査を一体的に実施します

あなたの回答が、日本経済の力になる！

総務省・経済産業省・都道府県・相良村

九州電力からのお知らせ

■ 台風時の停電情報をチェック！

■ 携帯メールサービス

台風による停電時には、電話がつながりにくくなることがあります。
台風等非常災害時の停電情報は下記のホームページでもご確認い
ただけます。

http://kyuden.jp

http://www.kyuden.co.jp

台風による停電時には、ご登録いただいた携帯電話に停電情報を
メール配信いたします。
詳しくは、上記ホームページをご覧ください。

ずっと先まで、明るくしたい。

携帯電話版ホームページ

パソコン版ホームページ



〈問合せ先〉総務課35-0211

やさしい光に包まれて　ナイトハイク
　

５
月
27
日（
火
）、
相
良
村
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
茶
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
」
の
野
外

活
動
と
し
て
「
ホ
タ
ル
観
賞
会

と
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」
が
行
わ
れ
、

約
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
で
体
を
動
か
し
、

運
動
不
足
を
解
消
す
る
だ
け
で

な
く
、
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
す
る
こ

と
で
自
然
環
境
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

川
辺
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
を

ス
タ
ー
ト
し
、
棚
葉
瀬
橋
で
折

り
返
す
コ
ー
ス
を
2
時
間
ほ
ど

か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ホ
タ
ル
の
生
息

地
で
知
ら
れ
る
上
園
で
ホ
タ
ル

を
鑑
賞
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、

ホ
タ
ル
を
手
の
ひ
ら
に
の
せ

て
、「
き
れ
い
」
と
じ
っ
く
り

と
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

上
園
観
音
で
は
、
地
区
住
民

の
み
な
さ
ん
が
作
ら
れ
た
竹
灯

籠
が
灯
さ
れ
、
参
加
者
は
ろ
う

そ
く
の
や
さ
し
い
光
を
眺
め

て
、
一
息
つ
い
て
い
ま
し
た
。

相良村の人口と世帯

世帯数　1,660世帯（　０）
男　　　2,288人　（＋10）
女　　　2,556人　（　０）
計　　　4,844人　（＋10）

（５月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。

香
典
返
し
〈
５
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

ま
だ
明
る
い
午
後
６
時
に
ス
タ
ー
ト

竹
灯
籠
の
明
か
り
を
見
つ
め
る

村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

坂
　
本
　
　
　
登
（
松
馬
場
）

髙
　
橋
　
幸
次
郎
（
松
馬
場
）

江
　
嶋
　
幸
　
人
（
中
四
浦
）

発行日／平成26年６月26日　　編集・発行／熊本県球磨郡相良村総務課
〒868-8501 熊本県球磨郡相良村大字深水2500番地1
TEL 0966–35–0211　  FAX 0966–35–0011
E-mail  info@vill.sagara.lg.jp　 ホームページ  http://www.vill.sagara.lg.jp/

　

６
月
１
日
に
鮎
漁
が
解
禁
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
釣
り
客
が

川
辺
川
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

鮎
が
少
な
く
、
釣
る
の
は
至
難
の
業

と
の
こ
と
。
そ
の
分
、
釣
れ
た
時
の

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

【今月の表紙】

子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

原
は ら

口
ぐ ち

　莉
り

緒
お

 ちゃん

（並木野区）

生年月日：平成２５年６月４日
お父さん：恵介さん
お母さん：紀子さん

お母さんからのメッセージ

「颯真お兄ちゃんと
仲良くあそんでね！」


